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地学研究シリーズ第28号

茨城の有孔虫
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〔底生有孔虫化石の分類〕
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まえがき

昭和62年度，茨城県高等学校教育研究会地学部の地学研究シリーズ第28号として，「茨城の有

孔虫~その１（底生有孔虫化石の分類）」を刊行することになりました。

地学が地球の自然を対象としている以上，授業の本当の喜びは野外に出て自然とふれ合うとこ

ろから出てくるのは当然のことであり，我々も大いに努力してゆかなければならないところであ

ります。

有孔虫のように肉眼では見過してしまいそうな微化石の存在とその性質を生徒に理解させるこ

とは，正しい自然観を養う上で極めて効果の高いものと思います。このような観点から，地学部

では，昭和59年度以来，県内の有孔虫を組織的，網羅的に研究するため「茨城の有孔虫研究委員

会｣を組織し，調査研究にあたってきました。その成果が今回の刊行物であります。内容は，大子

町，北茨城市，高萩市，日立市，常陸太田市，那珂町，水戸市，旭村，玉造町，石岡市，阿見町，

竜ケ崎市，水海道市から産出する主要な底生有孔虫化石60種について，顕微鏡写真とスケッチお

よび分類のポイントを示し，教材として活用できるよう工夫されたものであります。授業展開，クラ

ブ活動に際して大いに役立つものと確信する次第です。

本書を刊行するにあたり，４年間にわたり校務の合間をぬって継続的に調査研究をざれ成果を

まとめられた13名の委員の先生方は勿論のこと，陰に陽に温かいご支援とご協力をいただいた研

究担当者所属校の校長先生はじめ諸先生方に心より感謝申し上げます。

今後，本書が，多くの人々によって効果的に活用され，地学教育の一助となることを期待して

やみません。

昭和63年３月

茨城県高等学校教育研究会

地学部長雨宮和彦
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１．はじめに

有孔虫は，原生動物門肉質綱に属する単細胞生物で，一部の汽水域と海水域全体に広く生息し

ている。その起源については，不明な点が多いが，化石から少なくともカンブリア紀初期には出

現していたとされている。この中には，古生代後期のフズリナ類や新生代前期のカヘイ石のように

大繁栄後絶滅してしまったものもあるが，多くは，中生代後期に分化し現在まで大繁栄を続けて

いる。

有孔虫は，その生活様式により，水中で浮遊生活をする浮遊性有孔虫（PlanctonicForam1-

nifera)と底質中で生活する底生有孔虫(BenthonicForaminifera)とに分けられる。前者は，

進化速度が極めて速く分布も汎世界的で広いため，白亜紀から第四紀にかけての良好な示準化石

となっている。一方，後者は，水深・水温・塩分濃度・底質等の生息環境に応じてすみわけをす

るため，示相化石として古環境解析の重要な役割を果している。

しかしながら，このように有用で，かつ，産出頻度も高く，試料の入手も容易であるにもかか

わらず，貝化石等に比べて地学教材としての開発は極めて遅れている。そこで，茨城県高等学校

教育研究会地学部では，昭和59年度に｢茨城の有孔虫研究委員会｣を設置し，１３名のメンバーで，

県内の有孔虫試料の採集・処理・分類・顕微鏡写真撮影等を実施し，教材化を図ってきた。

本年度は，教材化の最大の阻因が分類の困難性にあることから，教材化の第一段階として，浮

遊性有孔虫より比較的分類の容易である底生有孔虫について，県内から産出する代表的な種

60種を選定し，顕微鏡写真・スケッチ・分類のポイント等を示した図集を作成した。なお，

ＩＬＵＳＴＲＡＴＥＤＣＡＴＡＬＯＧＵＥＯＦＪＡＰＡＮＥＳＥＴＥＲＴＩＡＲＹＳＭＡＬＬＥＲＦＯＲＡＭＩＮＩ－

ＦＥＲＡ（ＡＳＡＮＯｌ９５０～52)微古生物学(浅野,1970)，TreatiseonInveⅡtebratePaleontology，

PartC，Protista2（ＬＯＥＢＬＩＣＨａｎｄＴＡＰＰＡＮｌ９６４），日本化石集４（千地，1968）日本

化石集1４，１６（青木，1969）を主要参考文献としたが，学名については，教材であることからよ

り一般的なものを用いたので，一部に分類の基準が不統一な部分がみられる。また，筆者等浅学

のため不十分な点が多々あると思われるが，ご叱正をいただき，より充実したものにしてゆけた

ら幸いである。なお，使用した標本は鉾田二高地学教室で保管している。

次の機会には，第二段階として，底生有孔虫化石による県内の地層の古環境の解析例について

の報告を予定している。

最後に，本書の作成にあたり，種々のご指導やご便宜をお計り下さった後記の学校および機関

の諸先生方に対し深く感謝の意を表する。また，本研究には，茨城県教育委員会の昭和60年度教

育研究奨励費の一部を使用させていただいた。記して謝意を表する｡

－３－
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２．茨城県内の底生有孔虫化石産地

茨城県内の有孔虫

化石を含む地層は，

北部の第三系と南部

の第四系の海成層で，

前者は比較的広範囲

に，後者は貝化石を

含むような部分に多

く含む。

図１は，茨城県内

の底生有孔虫化石産

地を示したもので蜂

須等（1977年）の資

料に筆者等の今回の

資料を加えたもので

ある。
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図１茨城県内の底生有孔虫化石産地

②高萩市高戸海岸（多賀層）

④里美村中井塚（源氏川層）

⑥大子町苗代田（苗代田層）

⑧常陸太田市機初（久米層）

⑩那珂町額田（水戸層）

⑫那珂湊市磯合（磯合層）

⑭友部町大古山（成田層）

⑯鹿島町沼尾（成田層）

⑬石岡市高浜（成田層）

⑳美浦村馬掛（成田層）

⑫水海道市玉台橋（成田層）

①北茨城市五浦（多賀層）

③日立市離山（多賀層）

⑤水府村寺入（天下野層）

⑦常陸太田市町屋（久米層）

⑨常陸太田市佐竹（久米層）

⑪那珂湊市阿字ヶ浦（磯崎層）

⑬水戸市梅香下（水戸層）

⑮旭村滝浜（成田層）

⑰玉造町手賀（成田層）

⑲阿見町島津（成田層）

⑪竜ヶ崎市女化（成田層）
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３．試験の採集・処理と有孔虫のピックアップ

（１）試料の採集

シルト岩又は砂質泥岩に含まれている場合が多く，粒度の揃った砂岩中に含まれるケース

は極めて少ない。シルト岩の場合は，貝殻又はその破片が残っている部分，砂質泥岩の場合

は,貝殻が密集している部分に含まれることが多い。

試料の新鮮な面をルーペで観察し，有孔虫が確認できたものを採集する。可能なかぎり有

孔虫の殻の表面がアメ色にみえるものか光沢をもつものを選ぶ。

古環境解析等に使用する場合には，とくに他試料の混入防止に万全の注意を要する。

（２）試料の処理

試料の分離法には，煮沸法，硫酸ナトリウム法，ナフサ法，Ｈ２Ｏ２法，ローラーミル法等

があるが，本県の場合，第四系は煮沸法だけで，第三系は硫酸ナトリウム法で分離できる。

ア．煮沸法

①採集した試料を１～２cm程度の大きさにし，十分に乾燥させる。

②試料を直径20cm程度の蒸発皿に入れ，熱湯を注ぐ。

③ヒーター等に蒸発皿ごと載せ，加熱する。

④冷却後タイラーの200メッシュの節で水洗する｡濁り水が出なくなるまで十分に水洗する。

⑤蒸発皿に戻して乾燥後，四分法により適量に分け，管ピン等に保存する。

イ．硫酸ナトリウム法

①アと同じ。

②試料を蒸発皿に入れ，硫酸ナトリウム飽和水溶液を試料が浸るまで入れる。

③数時間放置し，試料中に水溶液が浸み込んだら水溶液を除き，１週間程度放置する。

硫酸ナトリウムが霜柱状に結晶し，試料が分離する。（水溶液は，ろ過すれば，

何回でも使用可能）分離が不十分な場合は，再度硫酸ナトリウム水溶液を入れ，この

操作を繰り返す。

④，⑤は，アと同じ。

（３）有孔虫のピックアップ

適当な大きき（５～10cm四方）の黒いボール紙に５mm間隔程度の線を引き（水に不溶の修

正液をつけペン等を使って引く），周囲を折り曲げて，浅い箱をつくり，これに，試料を薄

く撒き，双眼実体顕微鏡下で（20～40倍）ピックアップする。

ピックアップは，細い面相筆に水を含ませ，毛先を有孔虫に触れさせて拾う。拾ったもの

は一時別の箱に集めておく。

次に，拾い集めたものを①殻の材質，②室の配列，③口孔の位置．形．歯板，④殻の表面

の装飾の順で細分する。

タラカントゴム糊を塗ったフォーナルスライドに，同じ種類のものをまとめて貼り付ける。

タラカントゴム糊には，予めカビ防止のためクレオソート等の防腐剤を入れておく。

－５－
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ほうこうせん

縫合線室 ロ孔
４．底生有孔虫のつくり

有孔虫は立体的な構造をして

いるため，一般的には３方向か

らの観察が必要である。図２は，

その観察面と底生有孔虫のつく

りを示したものである。

縫合線

〔らせん側面〕〔ロ孔面〕〔膳側面〕

線

孔ロｊｒ（》鰹》》

ロ孔

－－－

〔側面〕〔ロ孔面〕 〔ロ孔面〕 〔側面〕

図２．底生有孔虫のつくり

５．底生有孔虫の分類の基準

一貫した基準による統一的な分類は，形態的特徴が分類単位群ごとに大きく変わるため困

難であるが，一般的な基準を微古生物学（朝倉書店，浅野1970）より以下にまとめてみる。

（１）亜目および上科一一一一殼壁の構成と微細構造

①、類キチン質殼（薄く，弾力性に富み，透明な殻）
こうちゃ〈

②、膠着質殼（砂質殼とも呼ばれ，砂粒や米占土，生物の遺骸の破片等を着けている殻）

③、磁器質殼（磁器のような不透明で光沢のある殻）

④、微粒質殼（フズリナ類の殻で，角ばった微小な等大の方解石からできている殻）

⑤、ガラス状石灰質殼（壁孔が細く壁が薄い場合にはガラスのように光が透過してみえるが，

壁孔が粗い場合や壁が厚い場合には不透明にみえる。石灰質の分泌物でで

きた殻）

⑥、針状体質殻（方解石の細晶の集合体で，針状に一定方向に並ぶ）

本書で扱ったものは，②，③，⑤だけである。

－６－
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(2)科一一一室と隔壁の形成様式，室の基本的配列様式，主要ロヲ

飾。

ア．室の基本的配列一室の配列のパターンは多様であるが，Ｚ

のパターンを示すと図３のようになる。

主要口孔の基本的位置と口孔部の装

本書に収録した種の主な配列

昼

④③ ⑤
②

凸
０

⑦(Ｚ ⑦

勘

１
Ｊ

’
’
１
１
Ｉ

⑤
，

⑧(８）１１） E／

⑨

図３．主な室の配列様式

⑨

①、単列直線状：１列に直線状に成長する。

②、単列弧状：１列であるが成長軸は湾曲する。

③、３列－２列一単列状：初期は３列で成長するにつれて２列・単列となる。

④、２列状：左右交互に新室を形成する。

⑤、平面旋回一単列状：初期は平面旋回状で後期は単列となる。

⑥、平面包旋回状：渦巻きがきつく，最終旋回部のみ表面にあらわれる。左右対称。

⑦．⑧、トロコイド状旋回：らせん状旋回で，一方の面が包旋回他方が開旋回。左］

⑨．ミリオリッド状：基本的には２室で１旋回を構成し旋回面が１旋回ごとに回嘩

，、トロコイド状旋回：らせん状旋回で，一方の面が包旋回他方が開旋回。左右非対称。

ミリオリッド状：基本的には２室で１旋回を構成し，旋回面が１旋回ごとに回転する。
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イロ孔の形状と位置一本書に収録した種の主な口孔の形と位置は図３のようである。

霊

⑦
①

④
③②

蝉’

⑪⑥⑤

図４・ロ孔の形状と位置

①．円□状一一殻端部

②、弧形裂け目状一室面部

③、裂け目状一室面部

④、円口状（歯板つき）－－殻端部

⑤、ループ状一室面部

⑥、円口状（複数孔）一室面基部

⑦、放射状一殻端部

⑧、半円状一室面基部

(3)属-------室形と配列，生活様式（定着性と移動性）

(4)種一一一一殻の大きさ，殼・室・口孔の相対的割合，表面の装飾

本書に収録した種の主な表面の装飾・その他の特徴は図５のようである。

－８－
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小粒

状突起

Ｉ状突起

(竜骨状突起）

灌勇’

｣
肋状

隆起

、
○
日
０
０
Ⅲ
Ⅱ
川
口
■
■
■

条線
コブ状

隆起

ロブレイ

卜
丸
出
券

味 ラル

セス

管）

部
も

縫合線

の肥厚

図５.表面の装飾・その他の特徴

県内産の主な底生有孔虫

、
ム
リ 属名

種名（亜種名）

命名者名

＊全体の特徴

:|蕊E雛
◎産地名

（地層名，時代）

化石60種について

記載については図６のよ

うな様式で示した。

なお，種の配列の順序は，

一応，膠着質，磁器質，ガ

ラス状石灰質（単室，単列

状，２列状，平面旋回状，

トロコイド状）の順に配列

した。

図６．記載の様式

真写

スケツチ

<図番号＞スケール(０．１ｍｍ）

－９－
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図版１

Ｍｚ汀'"o/"eﾉﾉα

ＣＯ〃Z〃Z〃〃ZＳ

(d，ＯＲＢＩＧＮＹ）

＊膠着質殼

＊初期はやや紡錘形て､後期は円筒

形。

＊室の配列は，初期３列，中期２

列，後期単列。

①初期の室ははっきりしないが，

後期の室ははっきり識別できる。

② ②口孔は殻端部でネック状の突起

に囲まれる。-①

◎水戸市（水戸層・第三紀）

(1)

閂 〈１－１＞

Q醜"9〃c/0C"""ａ

ＣＯ〃it7zzZzZ

d，ＯＲＢＩＧＮＹ

＊磁器質殼

＊横断面は四角形に近い。

①周縁は平ら。

②表面にはしばしば微細な条線が

見られる。

③縫合線はややへこみ，はっきり

見える。

④口孔部はやや突き出ている。

鰯
⑤ロ孔は円形で，１枚歯をもつ「

◎水海道市玉台橋

(成田層・第四紀）

閂 〈１－２＞

－１０－

閂

｜Ｍｚﾉｶﾞ"0城`/Aｚ
ＣＤ〃2〃ZZ〃22s

(｡'()ＲＢＩＧＮＹ）

＊膠荒質殼

＊初ﾂＷはやや紡錘形で後期はﾛ』筒

形。

＊索の配列(よ，初期３ダ11,中期２

列，後期HiﾀﾞlI。

①初期の宝(よはっき})しないが，

後期の零ははっき')識別できる。

Ｚ ②１i孔は殻端部でネック状の突起

① にFflまれる。

1〕

◎水)JIij（水）「層・第一ﾐ紀）

〈１－１＞

旨

＄

2）

咄

QzUf"9zZBJ“zUﾉｿﾞ"ａ

CO”かzJm

｡,ＯＲＢＩＧＮＹ

＊磁器質殼

＊横断面｛よ匹角形に近し､:：

①周縁は可1ｴら。

②衣､iにはしばしば微細な条線が

見られる。

③縫合線;まややへこみ，はっき！）

見える。

④１１孔部｛よやや突きlLHている。

⑤Ｉ]孔は円形で，１枚歯をもつ。

◎水海道｢h｢己2台橋

<成H]層・第|ﾉＬＩﾎﾟi:）

〈１－２＞

鑿
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図版２

蕊

Q"j"q"c/oc"""α

ノヒｗｚα"たれ"α

ｄ，ＯＲＢＩＧＮＹ

}||lllllliliilililliliillllliilliilllillll
F齢

： ＊磁器質殼

＊表面は滑らか。

①横断面は三角形で，周縁は鋭

角。

②縫合線はややへこみ，はっきり

見える。

③ロ孔部はやや突き出る。

④口孔は一枚歯をもつ。

◎常陸太田市

（久米層・第三紀）

｢角

蕊lijiillJmJh
軸軸

強強

\群：

鰯

<２－１＞

llliilillillll'’
Ｑ"ｊ"q"cJoc"""α

Ｓｃ醜j7zzz/況脚

（ＬＩＮＮＡＥＵＳ）

＊磁器質殼

＊表面は滑らか。

①横断面はまるみをもった三角形

て､，周縁はまるい。

②縫合線はややへこみ，はっきり

見える。

③ロ孔は楕円形で，一枚歯をもつ。

◎阿見町島津

（成田層・第四紀）

韻

lillllllillllll!；
露

欝

￣
〈２－２＞

－１１－
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図版３

Q”"9"e/oc"Jj"ａ

"zZl1gzz疵

d，ＯＲＢＩＧＮＹ

＊磁器質殼

＊表面は滑らか。

①周縁まるい。

②縫合線は，へこみ，はっきり見

える。

③口孔は，円形で二又の歯をもつ。

◎水海道市玉台橋

(成田層・第四紀）

〈３－１＞

fly壇０

"zzzγ池ｊ"ａ

(ＳＣＨＷＡＧＥＲ）

＊磁器質殼

＊表面は滑らか。

①口孔は，突き出した管状のネッ

クで囲まれ，二又の歯をもつ。

◎高萩市高戸海岸

(多賀層・第三紀）

①

〈３－２＞￣

－１２－

Qzzf"qz昭/OCZl脇z〃

zﾉ解112m'Kｓ

d，ＯＲＢＩＧＮＹ

＊磁器質殻

＊表面は滑らか。

①周縁まるい。

②縫合線は，へこみ，はっき'”Ｌ

える。

③ｕ孔は，「Ⅱ形で三又の歯をもつ

◎水海道jｷｺﾞヱ台橋

(成[]層・第四紀）

〈３－１＞

IZWigO

"zzz7'7ﾂﾞiii"〃

(ＳＣＨＷＡＧＥＲ）

＊，磁器賢散

＊表面は滑らか。

①［1孔は，突き}Ｈし犬霞管状のネッ

クで囲まれ，ニニ又の歯をもつ。

◎高萩１１丁高戸海岸

(多賀層・第一i紀）

トーＩ 〈３－２＞
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図版４

T17i/0c"""ａ

ﾉﾌﾞ'YIgo""わ

(ＬＡＭＡＲＣＫ）

＊磁器質殼

＊表面は滑らか。

＊後期の室間の角度は120゜で，外

面には３室しか表れない。

①横断面は，まるみをもった三角

形で､，周縁はまるい。

②口孔は二又になった歯をもつ。

◎水海道市玉台橋

(成田層・第四紀）

￣
〈４－１＞

Ｍﾉﾉﾉ0""c/ｊｂ

cj”"ﾉﾋＷＳ

(ＢＯＲＮＥＭＡＮＮ）

＊磁器質殼

＊表面は滑らか。

＊外形は円形に近い。

①室はふくらみをもつ。

②縫合線は，ややへこみ，’よつき

り見える〔

③口孔は，狭い三日月状のスリッ

ﾄで，半円形の平らな歯をもつ。

◎水海道市玉台橋

(成田層・第四紀）

〈４－２＞

－１３－

T”んc"Jj7zzz

'７３，９℃""Aｚ

(ＬＡＭＡＲＣＫ）

＊磁器質殼

＊表蚕は滑らか。

＊後期の案間の角度は120.で，外

面;二は３案しか表れをい･

①横断面は，まるみをもった皇角

形で，周隷はまるい．

②；:孔;ま￣.又になった歯をもつ。

●水海道｢|j:エ台橋

(成P~I層・第四紀）

￣
〈４－１＞

/VｶﾞﾉﾉO跡zeJ肱

ｃｊ”１ｲﾉﾋZ？,ｆｓ

（ＢＯＲＮＥＭＡＮＮ）

＊磁器質殼

＊表iiiiは滑らか。

＊外形は１１形Iこ近い。

①幸'よふくらみをもつ。

②縫合線は，ややへこみ，はっき

り見える。

③；I7L臆、狭い=[Tj]状のス:ﾉッ

:､で，、'叩｣形の平らな歯をもつ。

◎水海道市ｆ台橋

<成i１１層・第四紀）

〈４－２＞
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図版５

LCzgU"α

cJo7zgzzm

（ＥＨＲＥＮＢＥＲＧ）

＊石灰質殼

＊室は，単室で長くのびる。

◎水戸市（水戸層・第三紀）

！
旨 〈５－１＞

LczgU7zα

〃czﾉﾉＳ

（ＭＯＮＴＡＧＵ）

＊石灰質殼

＊室は単室で，横断面はほぼ円形。

①口孔は，細く延びたネックの末

端にしばしばガラス質の口孔唇

を伴って開く。

◎常陸太田市

（久米層・第三紀）

雛’

、

■
■

ｐ

〃

"

〃
D

Ｊ

、

、､ｿﾞ．旨 〈５－２＞

－１４－
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図版６

L(ZgU"ａ

ｓｊγjｍｔｚ

(d，ＯＲＢＩＧＮＹ）

＊石灰質殼

＊室は単室。

①表面に多くの条線。

②年輪状の装飾のある長くのびた

ネックをもつ。（写真の標本で

I土欠けている｡）
T蓬?爵、

◎常陸太田市

(久米層・第三紀）

1）

<６－１＞

L(ZgU"ａ

s〃/caZtzSpjcaZizz

CＵＳＨＭＡＮａｎｄＭｃＣＵＬＬＯＣＨ

＊石灰質殼

＊室は単室。

①表面に多くの肋状隆起がある。

②頂端に丈夫なとげ状突起。

③ネックは，長く，しばしばリン

ｸﾞ状の肋状線が発達する。

◎北茨城市五浦ししがしら③

(多賀層・第三紀）

①

②

〈６－２＞

－１５－
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図版７

Ａ"ZPhJco”"ａ

ｓｃａ〃γｊＳｓ(zgn"zc7zszs

（ＡＳＡＮＯ）

＊石灰質殼

①頂部にとげ状突起。

②口孔は，リング状の装飾をもつ

かなり長いネックの末端にある。

③表面に多くの肋状隆起があるが，

最終室の末端まではのびていな

い。（のびているのものは，

Aiscqmrijs）

◎常陸太田市

（久米層・第三紀）

露と

弾

鑿卸２

二匙

④

①(3)

、
閂 〈７－１＞

SZP/zOgU””"a

7zzp〃α"zｲｓ

（ＰＡＲＫＥＲａｎｄＪＯＮＥＳ）

SZP/zOgU””"a

7zzp〃α"zｲｓ

（ＰＡＲＫＥＲａｎｄＪＯＮＥＳ）

鑿鑿 ＊石灰質殼

＊初期は２列状配列で，後期は単

列状。

①表面に数本の肋状隆起の装飾が

ある。

②口孔は，縁取りのある極めて短

い管状のネックをもつ。

◎阿見町島津

（成田層・第四紀）

＊石灰質殼

＊初期は２列状配列で，後期は単

列状。

①表面に数本の肋状隆起の装飾が

②

"鐵

〈７－２＞閂

－１６－
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図版８

StjJ0sf0wcJhz

彫/ね"zze"szs

IＳＨＩＺＡＫＴ

＊石灰質殼

＊殻は，長く，ややカーブしてい

る。

＊室は，亜球形でふくらみ，しだ

いに大きくなる。

①初室には１－２本の長いとげ状

の突起力§ある。

②室間はへこんでいるが，ネック

状にはなっていない。〔ネック

⑤

状のものはＳ・にpZcZ“Zａ（ＳＣＨ－

② ＷＡＧＥＲ)〕

④ ③縫合線は肥厚している。

④表面は，滑らかであるが，各室

の下半部に弱い突起物がある。③

⑤ロ孔は，末端部にあり，ガード

し状の装飾のあるネックをもつ。

◎北茨城市五浦ししがしら

(多賀層・第三紀）

①閂 <８－１＞

Ｆ、"〃c"Az”ａ

"αｿZgOc"szs

ＡＳＡＮＯ

＊石灰質殼

＊殻は，薄く，平板状で長い。

＊室は単列配列。､1ｺ#EEH齢缶`Ⅲ-.R諜蕊力

①周縁は，薄く鋭くとがる。弱

いロブレイトが見られ，わずか

にキールが発達する。

②室はＶ字形。

③縫合線はわずかにへこむ。

④表面に，細く短い縦方向の肋状

起がある。

◎水戸市

(水戸層・第三紀）

④①①③

(離霧瞬糀
横が

）

閂 〈８－２＞

－１７－
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（ＣＵＳＨＭＡＮ）

＊石灰質殼

＊室はややふくらみ，最終巻は６

～７室。

①周縁は，鋭角で狭いキールを

もつ。

②縫合線はわずかにへこみ放射状。

③膳部は大きく，しばしば透明。

④口孔は，わずかに突き出し，放

射状のスリットをもつ。

◎北茨城市五浦ししがしら

（多賀層・第三紀）

4）

2）

３

I）

く９－１＞閂

SmTzcc"α灯ａ

ｃｆｒｍｉ"/うり"ｓ

（BRADY）

＊石灰質殼

＊初期は強く巻き，後期は巻きが

解ける。

＊横断面は三角形。

①各室の縁は弓状

②口孔は，放射状の短いスリット

をもつ。

◎常陸太田市

（久米層・第三紀）

〈９－２＞￣

－１８－
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図版１２
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＊石灰質殼

＊初期は３列状配列，後期は単列

状配列。

①室は，ふくらむが，下側の縁が

切られる。

②ロ孔は，ロ孔面基部から上部に

のびる。

② ◎常陸太田市

(久米層・第三紀）

(1)

￣
<１２－１＞

BzZﾉﾉ池ｊ"〃

"ゆりo"jczz

ＡＳＡＮＯ

＊石灰質殼

＊初期は３列状配列，後期は単列

状配列。

①殻はやや縦長で，室はややふく

らむが，下側の縁が切られる（

②最終室の表面は滑らかであるが，

他は肋状線によって装飾される。

③口孔は，口孔面基部から上部に③

伸び，ループ状。

◎水戸市

(水戸層・第三紀）

②

①

<１２－２＞

－２１－

2〕

azJi"zi宛ａ

碗a7igZ〃α〃

｡,ＯＲＢＩＧＮＹ

＊イ｢灰質殼

＊初期lユ３列状配列、後期は単ﾀＵ

状配列。

①掌i鉄，ふくらむが，Ｆ側の縁か

．切られる。

②［I孔は，ｌ】孔面基部から12部に

のびる。

＞常陸太田｢}；

(久米屑・策｛紅〉

〈１２－１＞

(Ｚｊ

の

＆f"沸蔽‘

"`”0"zczz

ＡＳＡＮＯ

＊７｢灰質殼

＊初期は３列状配列，後期は単列

状配列。

①殻;よやや縦艮で，拳はややふく

らむが，１，.側の縁が切られる。

②最終室の表面は滑らかであるが，

他｛よ肋状線iこよ－;て装飾される。

③「]孔は，：7孔面基部から上部に

伸び．ループ状ハ

Ｃ水ﾉｾﾞ市

(水);層・策ミポii）

＜１２－２＞

蕊
Iiii1i1iillil1lliilili1ii
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図版１３
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＊石灰質殼

＊室は，細長く，ややふくらむ。

＊表面は滑らか。

①縫合線は，ややへこみ，’よつき

り見え，ゆるくカーブする。

②口孔は，末端付近にあり小さく

まるい。
-②

◎石岡市高浜

(成田層・第四紀）

(1)

<１３－１＞

岡7924〃"〃

jyz娩'８"sjS

ＡＳＡＮＯ

＊石灰質殼

＊初期は強くねじれた２列状配列

で，後期はねじれが少なくなる。

＊表面は滑らか。

①縫合線は，ややへこみ，’よつき

り見える。

②口孔は，最終室の内縁部にある。

；
② ◎水戸市

(水戸層・第三紀）

l）

<１３－２＞￣

－２２－

鰯
－－②

-－（１）

BZzJ向"ｊ"ｇＪｍ

ｅ/悪zzZz“か“〃"z【jS

CIJSHMANandMcCULLOCII

＊栢灰質殼

＊竜は，細長く，ややふくらむ。

＊表[hTは滑らか。

①縫合線は，ややへこみ，はっき

｝”,Lえ，ゆるくカーブする。

②１１孔は，末端ｲ寸近にあｌＷｊ､きく

まるい。

◎イ｢|iiiI巾商浜

<成iH層・第Pq紀）

〈１３－１＞

iilllll1i1llll
lN1i1ilililili;;’

VikZJ1zzJ向zロ

iSKz疏花'zsjS

ＡＳＡＮＯ

＊７i灰質殼

＊初期は強くねじれた２列状配列

で，後期はねじれが少なくなる。

＊表面は滑らか。

①縫合線は，ややへこみ，はっき

り）,Lえる。

②、孔は，最終室の内縁部にある。

②◎水7〒iij

1）

(水戸ITI・篇::；[:）

￣ 〈１３－２＞
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＊石灰質殼

＊殻は紡錘形。

＊初期は２列状配列またはくさび

形で指交する。後期は単列状配

列。

①ロ孔は，上端にひさし状の，下

端に２枚の口孔歯をもつ。

◎水戸市

（水戸層・第三紀）

（
１
）

①

￣ <１４－１＞

T/'i/h"“

ＡＣんozz"zzc"ｓｚｓ

ＡＳＡＮＯ

＊石灰質殼

＊初期は３列状配列で，後期は単

列状。

＊横断面は三角形。

①縫合線はへこむ。

②表面に弱い条線の装飾。

③口孔は，殻端部にあり，短いネ

ックと口孔唇をもつ。＿

◎北茨城市五浦ししがしら

（多賀層・第三紀）

6１

(２

１

￣ <１４－２＞

－２３－
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CＵＳＨＭＡＮａｎｄＴＯＤＤ

＊石灰質殼

＊表面には６室ある。

＊室のサイズはわずかずつ大きく

なり，しっかりと初期の室を包

み込む

＊殻は，厚く，滑らか。

①縫合線は，ややへこみ，’よつき

り見え，わずかにカーブする。

露
②口孔は小さく，歯はない。②

(Scompqctqとは，よりふく

らんだ室とより小さな口孔をも

つ点が異なる｡）

◎水戸市

(水戸層・第三紀）(1)

く１５－１＞閂

EﾉｶﾉＺｊ`ｊ況沈

cｿａｊＳｐ"腕

(LINNE）

＊石灰質殼

＊平面状包旋回，両側面対称形。

①周縁は，鋭角で，キールが発達

する。

②リトラルプロセスが著しく発達

する。

③口孔は，最終室の基部に数個の

小孔が並ぶ。

(リトラルプロセスが著し〈②

③ 発達する点，室数が多い点で

E，ａｄｗｍＪｍと異なる｡）

◎水海道市玉台橋

(成田層・第四紀）

①

<１５－２＞弓

－２４－

2）

qｊ

⑰ＡａｃｉｌＵ極'ｍ

ｃｆｒ・CO,,ｚＰｚＪｃｍ

ＣＵＳＩＩＭＡＮａｎｄＴ()ＤＩ）

＊石灰質殻

＊表面には６宝ある。

＊室のサイズはわずかずつ大きく

なり，しっかI）と初期の宝を包

み込む

＊殻は。厚く，滑らか。

①縫合線は，ややへこみ，ばつき

り)Lえ，わずかにカーブする。

②｜｣ｲLiま'１､さく，歯はない。

（Ｓ・CO机pnctaとは，よ')ふく

らんだ室とよ')'１､さな、孔をも

つ点が異なる｡）

◎水ﾉｉ巾

(水戸層・菜:ﾐ紀）

旨 く１５－１＞

illllilllliiillIlilllllll1lli:，
lliiil1iiii鱸iil1ilil1l1:！mIlilllilliliiiilllllI'''''111;，

(3)

Elhｳﾊﾌﾟ”z7,2

c灯Spzz加

(LINNE）

＊石灰衙殼

＊・平面状包旋l[、１，両側間i対称形

①周縁は，鋭角で，キ・ルが発達

する。

②’ルラルプロセスが著しく発達

する。

③ｕ孔は、餓終室の基部に数個の

小孔がjiZぶ。

（リトラルプTJセスが著しく②

(、

発達する点，室数が多い点で

Ij．ａｄ１,eTMz加と異なる｡）

◎水海道市:{i古橋

(成}}l層・第四紀）

￣〈１５－２＞

蕊
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＊石灰質殼

＊平面状包旋回，両側面対称形。

＊殻は，黄褐色で半透明。

＊表面に粗い壁孔が見られる。

①膳部はややへこみ，中心には，

周囲に小粒状突起群を伴う１個

のやや大きな粒状突起がある。

②口孔は，口孔面基部に小孔が並

ぶ。

◎旭村滝浜
②

(成田層・第四紀）

①

￣ <１７－１＞

EZp/z〃j"伽

szz6Z"Ce汀”〃

ＡＳＡＮＯ

＊石灰質殼

＊平面状包旋回両側面対称形。

＊表面には細かい壁孔が見られる。

①膳部はややへこむ．

⑳縫合線は，ややへこみ，Ｉまつき

り見え，膳部から周縁までの間

に３～５のスリットがある．

③口孔は口孔面基部に小孔が並ぶ。

① ◎北茨城市五浦ししがしら

（多賀層・第三紀）

(３

①
－(1)

￣ <１７－２＞

-２６－

①

｣Elp"j”J"Z

s"６９ｿｲ[z"郷〃sz"〃

ＡＳＡＮＯ

＊了（灰質殻

＊：､F面状包旋向，両側まi対称形。

＊殻は，黄褐色で半透明。

＊表面|咀粗い壁Ｊ１』が見られる。

①膳部はややへこみ，：!:心には，

周囲に小粒状突起群を伴う１個

のやや人きな粒状突起がある。

②！｣;:,催、ｉｉ子Luii雄部Ⅲz'｣､JLが並

。旭村滝浜
2） 〈成111屑・第Uq紀）

〈１７－１＞

⑥

①

EZp/，j“ｨ"Z

szｨ6'"ccγfz",Z

ＡＳＡＮ(）

＊Ｔ｢灰質殼

＊、F面状包旋[m，両側而対･称形。

＊表面には細かい雫孔が見られる。

①膳部はややへこむ。

②縫合線は，ややへこみ，ばつき

り見え。ｉｌ齊部から周隷までの間

に３～i,のスリットがあるｅ

③「;孔は｢lｲ:血）ＩＬ部(且'｣､孔が花ぶ゜

、 ◎北茨城１行f±浦ししがしら

(〃

<多賀層・第ｉ紀）

〈１７－２＞
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…
…

＊石灰質殼

＊平面包旋回状，両側面対称形。

＊殻は球形。

＊表面は滑らか。

＊最終巻は４～６幸

①縫合線は，ややへこみ，放射状

で，ゆるくカーブする。

②口孔は，ロ孔面基部に三日月状

iiili(麦
に開く。

凸
②。水戸市

■

(水戸層・第三紀）

111ﾋﾞヅ〆::弧

重ジ iiijif7?；)茨NiEi
(１）

11N`iｉｊｌ
匙L：/h銭
、□◆

<１８－１〉

Ｍｂ/0〃商

pO",pj"Ｏ』ぬｓ叩

(ＦＩＣＨＴＥＬａｎｄＭＯＬＬ）

＊石灰質殼

＊平面開旋回状，両側面対称形（

＊周縁はかなりまるみをもつ。

＊表面は，滑らかで､あるが，粗い

壁孔が分布する。

＊最終巻は７～９室。

①膳部は深くへこむ。

②縫合線は，やや肥厚し，放射状

にのびる［

③口孔は、口孔面基部にスリット

④ １犬に開く。

◎水戸市①

(水戸層・第三紀）

(２

￣’
<１８－２＞

－２７－

ニー

Ｅz`J虎"ihz

6zZJ/、j盛

(d,ＯＲＢＩＧＮＹ）

＊石灰質殼

＊平面包旋ilII状，ｉ｣'j側面対称形。

＊殻ば球形。

＊表面は滑らか。

＊妓終巻iよ４～６幸

①縫合線ば，ややへこみ，放射状

で，ゆるくカーブする。

②「[孔'よ，１１孔面基部IFR、)j状

に開く。

②｡水戸;1J

(水〆層・第二紀）

〈１８－１＞

■'''illiilliillliliilliiill
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-１

ｑｊ

②

A化わ"fｓ

’0"”j腕jZZZHs

(ＦＩＣＨＴＥＬａｎｄＭＯＬＬ）

＊Ｔ｢灰質殼

＊、mTi開旋1ⅡI状，両側苫対称形。

＊周縁はかな!)まるみをもつ。

＊表in;は，滑らかであるが，粗v、

壁ｲLが分布する。

＊岐終巻は７～９零。

ｐ膳部は深くへこむ。

⑳縫合線は，ややI|ｗし，放射状

にのびる

③【】ず|ﾊﾟよ’：i孔血選部にスブッ｝

印状に開く：

○水}ｆ市

(水『;厨・菜･-L糸11）

〈１８－２＞
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（SCHWAGER）

＊石灰質殼

＊平面開旋回状，左右対称形。

＊周縁はやや鋭角。

＊表面は，滑らかで､，極微小な壁

孔が分布。

＊最終巻は９室。

①縫合線は，著しく肥厚し，わず

かにカーブし，放射状にのびる。

②口孔は，口孔面基部に小さく開

く。

◎水戸市

（水戸層・第三紀）

lillllllllillllllllilllliilil
曲辮

『幾輪息

①

②

く１９－１＞

Iililii
ZVD"われ

ノヒZp0"jczZ畑

ＡＳＡＮＯ

＊石灰質殼

＊殻は楕円形。

＊平面包旋回状，左右対称形。

＊最終巻は11～13室。

①表面は，滑らかで，微小孔があ

る。

②膳部にしばしば粒状突起がある。

③口孔は，口孔面基部に狭く開く。

◎常陸太田市

（久米層・第三紀）

、

③

(２

<１９－２＞
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ＡＳＡＮＯ

＊石灰質殼

＊殻はかなりふくらんだ楕円形。

＊平面包旋回状，左右対称形。

＊最終巻は14室以上。

①キールをもつ。

②表面は，滑らかで，半透明であ

るが，膳部に粒状の突起をもつ。

③口孔は口孔面基部に狭く開く｡

◎北茨城市五浦ししがしら

(多賀層・第三紀）

③
②

①

目 く２０－１＞

'IlllllllillllllIllI
ZW7zio〃

sczZp"zz〃

FｌＣＨＴＥＬａｎｄＭＯＬＬ

＊石灰質殼

＊平面開旋回状，左右対称形。

＊周縁はまるい。

＊表面は滑らかで､あるが，小さな

壁孔がある。

＊最終巻は10～12室。

①膳部は，へこみ，装飾はない。

②縫合線は，へこみ，はっきり見

えるが，肥厚していない。
-② ③口孔は口孔面基部に狭く開く⑥

◎北茨城市五浦ししがしら

(多賀層・第三紀）

GＩ1）

￣
<２０－２＞

－２９－

旨

3）

②

〔T〕

ZV0"わ'Z

"`JAF“oazsc

ＡＳＡＮＯ

＊石灰質殻

＊殻はかなりふくらんだ桁}｝形。

＊１見而色旋:Ⅱ|状，左ｲ｢対称形。

＊最終巻は14室以！さ。

i）キルをもつ

野表面催，滑らかで，半透[ﾘ]であ

るが、勝部に粒状の突起をもつ

ｊ；iJ1ﾊﾟﾎ；:イ'1面）LL部l■狭く開く

!）'1:a茨城１１丁JJL浦ししかしら

多賀層・第１紀）

<２０－１＞
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＊Ｊｒ灰質殼

＊、量而開旋I['{状，左ｲ｢対称耐

＊周縁はまるい。

＊表面lま滑らかであるが，′』､さな

壁孔がある。

＊歳終巻は10～12素。

G1＞膀部(息。へ■み、装飾確な､、

②縫合線は，へｇこみ、は〆＞き''兇

えるが，弱厚していない。

③；：孔睦；：；１１面基部i､季狭<開く△

i，‐i己茨城ｆｊｊＬ浦ししかしら

多賀層・第晶紀）

￣ 〈２０－２＞
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ＡＳＡＮＯ

＊石灰質殼

＊平面旋回状で，左右非対称形。

膳側面が包旋回らせん側面が

開旋回。

＊表面は，滑らかで､，小さな壁孔

がある。

＊最終巻は10～12室・

①膳側面のI齊部に小粒状物がある。

②縫合線は，ややへこみ，’よつき

り見え，ゆるくカーブする。

③口孔は，口孔面基部にスリット

状に開く。③

◎阿見町島津
①

(成田層・第四紀）

￣ <２１－１＞

ＩＶＯ〃わ"eJm

s陀/〃

CＵＳＨＭＡＮａｎｄＭＯＹＥＲ

＊石灰質殼

＊トロコイド状旋回に近い。左右

非対称形。膳側面は包旋回で，

らせん側面は開旋回〔

＊表面は，滑らかで､，半透明。

①膳側面の最終室は,謄弁状(手

のひら状）にのび膳部を被う。

②口孔は，口孔面基部に狭く開く。

露

試
臘
範

綴
灘 ◎阿見町島津

(成田層・第四紀）

鰹憲蕊 ②

洲鰄

存Ｔ=･Ｎｉ蓋iヨド,.』;奎宕〒.？
､・・祠面

■■'

●｡

入.愛O凸■

巴｡。：．｡。

￣ <２１－２＞
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(ｐ

$

(３

Riezzc/ｂ'２０"jO〃

ﾉ”0122α"'２

ＡＳＡＮ(）

＊イ｢灰質殼

＊千ｍ;旋回状で，左右非対称形。

勝側ｍｉが包旋山!，らせん側面か

開旋ｉｕ１。

＊表面は，滑らかで，小さな壁ｲＬ

がある。

＊媛終巻'さ]0-12宝。

①膳側面のljiif部'二小粒状物がある:：

②縫合線催，ややヘニみ，；よびき

りjmLえ，ゆるくカーブする。

③Ｌｌ孔は，「]ｲL面jmL部1,-スリット

IUtに開く。

◎阿見町島津

(成[１１層・第四紀）

￣〈２１－１＞

!||l11111111illllllllllll1lll''Ｉ

(２

IVD,zfD'２eﾉﾉﾋZ

s応JAZ

ＣＵＳＨ】ＶＩＡＮａｎｄＭ()ＹＥＲ

’＊イブ灰質殼

＊トロコイド状旋回に近い。とﾈ『

非対称形。Ｗｆ側血は包旋:１１]で，

らせん側面は開旋ImL

＊表曲は，滑らかで，半透明。

｜①膳側面の妓終案は,謄弁状(千

のひら状）ｉ２のび膳部を被う。

②品j孔は，「I孔;白i基部に狭く開く。

．｜l''J見町島津

(成１１１屑・策､q紀）

〈２１－２＞
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(ＣＵＳＨＭＡＮ）

＊石灰質殼

＊トロコイド状旋回

＊膳側面に強くふくらんだレンズ

状。

＊周縁は，キールを伴い，鋭角。

＊表面には壁孔が発達する。

①縫合線は両面ともゆるくカーブ

する｡

②口孔は，周縁上に，小さくアー

①チ状に口孔唇を伴って開く。

◎阿見町島津

(成田層・第四紀）

￣
く２３－１＞

Ｒｏｓａ〃"ａ加

α"sﾉﾌﾞzzJjS

(ＰＡＲＲ）

＊石灰質殼

＊トロコイド状旋回

＊膳側面は中央部がわずかに凹形

にへこむ。

＊らせん側面は凸形。

①縫合線は，著しく肥厚し，カー

ﾌﾞする。
③

②表面は，らせん側面に粗い壁孔

があり，膳側面は滑らか。

③口孔は，最終室の内縁部にアー

チ形スリット状に開く。

◎水海道市玉台橋

(成田層・第四紀）

、

￣
<２３－２＞

－３２－

￣

α6比､jｈｌｔＡｓ

jDSG"”z"ＺｇＵ７γα"ｉＹｓ

(ＣＵＳＨＭＡＮ）

＊７｢灰質殼

＊トロコイド状旋1,1

＊膳側面1F強くふくらんだレンズ

状舎

＊周縁は、洋一ルを伴い，鋭角。

＊表面に;虫壁ｲ1.が発達する。

①縫合線は両創と#》ゆるく力・‐ブ

する。

②、孔(よ，｝制線上I(二，小きくアー

、チ状i二「]孔榑評ｴｾって開く

阿j,L町島津

(成、層・第四組）

<２３－１＞
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魯溌

|illiiiililiiiliiliiiiii回ii1ii鳥
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(ＰＡＲＲ）

＊石灰質殻

＊トロコイド状旋１ｍ

＊膳側面【よ!|:央部がわずかに凹形

にへぞ,む゜

＊らせん側面は11]]形。

①縫合線は，著しく肥厚し、か

ブする。
３

－ｍ②表面は，らせん側而に粗い賎孔

、

があり，謄側ihiは滑らか“

③【I+Lは，最終室の内縁部lﾆアー

千形スリット状に開く。

◎水海道巾ｉｆ-台橋

(成iil層・第四紀）

岸一 <２３－２＞
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(ＣＵＳＨＭＡＮ）

＊石灰質殼

＊トロコイド状旋回

＊らせん側面は凸形，膳側面は平

面。

①縫合線は肥厚する。

②表面は，らせん側面に粗い壁孔

がある。

③口孔は，ｌ齊側で，膳部から周縁

部まで､およぶ細長いスリット状。

◎水海道市玉台橋

(成田層・第四紀）

<２４－１＞

RoszzJZ"ａ

zﾉjﾉﾋzブセノセ60α"〃
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＊石灰質殼

＊トロコイド状旋回

＊らせん側面は凸形，膳側面は平

面。

＊最終室は５－６室。

①表面は滑らかで，細かい壁孔があ

る。

②ロ孔は，膳側面の最終室基部に

スリット状に開く。

◎阿見町島津

(成田層・第四紀）

<２４－２＞

－３３－

ＲＤＳ[z脇zａ

ｂ７ＴｍｌＷ

（ＣＵＳＩＩＭＡＫ）

＊７Ｔｌ火質殼

｜＊、ロコイ：黛状旗FＩＩ

＊らせん側ii[iはJ'1形，膳ＩＨＩ]面は平

｜ｍｉｏ
①縫合線はlu厚する。

②表.菅'よ，らせんiHll:\fに粗い畦ｲＬ

がある。

③；:ｲしは，Ｗｆ側で，膳部から周縁

書1$までおよぶ細長いスリッ:､状!：

○水海道｢t｢:i含僑

(成:］層・第Pq紀）

岸一ヨ
＜２４－１＞

(7)

RoszzJf,、

DjAzltltj6DaTz(Z

｡'ＯＲＢＩＧＮＹ

＊Jj灰質殼

＊,､ロ:？イiご状旋;']］

＊らせん側面;ま::;I形，精|Ⅲiiiiはｆ２

面。

＊最終崖は５～６裳。

①表当[は滑らかで，細かい壁孔があ

る。

②農:子Lは，膳側面の最終室韮部'二

スリ､ソト状に開く。

◎両hL;::j島津

<成:ﾘ層・第P[{紀）

￣ゴ
〈２４－２＞
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図版２５

Ctz"Cγis

α"”c"/zZs

（FICHTELandMOLL）

＊石灰質殼

＊トロコイド状旋回

＊らせん側面より膳側面の方がふ

くらみが強い。

①周縁は，ややロブレイトし，キ

ールが発達し鋭角である。

②室のサイズは急速に大きくなる。

③らせん側面の縫合線は，肥厚し，

強くカーブする。

④膳側面の縫合線は，ややへこむ。

⑤表面には，粗い壁孔がある。

⑥最終室の膳部の上に透明な無孔

質の部分がある。

⑦膳部にコブ状の隆起がある。

⑧口孔は，口孔唇に被われ，狭い。

◎常陸太田市

（久米層・第三紀）

〈２５－１＞
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⑤

azgigﾌﾞ"ｃｚ

ｐ〃/zppj"e"sjspj〃/蛇ｍ

ＣＵＳＨＭＡＮａｎｄＴＯＤＤ

azgigﾌﾞ"ｃｚ

ｐ〃/zppj"e"sjspj〃/蛇ｍ

ＣＵＳＨＭＡＮａｎｄＴＯＤＤ

鰯蕊 ＊石灰質殼

＊最終巻は５室。

＊周縁はまるい。

①縫合線は，ややへこみ，はっき

り見える。

②表面には粗い壁孔がある。

③口孔の上に半円状の透明な無孔

質の部分がある。

④膳部付近の各室の縁にかなり大

きなコブがある。

◎北茨城市五浦ししがしら

（多賀層・第三紀）

石灰質殼

最終巻は５室。

周縁はまるい。

縫合線は，ややへこみ，はっき

り見える。

＊
＊
＊
①

散

匙:§ｉｉ‘

灘

懸
(4)

<２５－２＞￣
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図版２６

Ａ'”"0"za

mpO"jca

（ＨADA）

＊石灰質殼

＊トロコイド状旋回

＊コマ状で､，周縁はまるい。

＊縫合線は，ややへこみ，直線状

で，周縁に対してやや曲がる。

①膳部は，星形の不規則な形の突

起群で被われる。

②口孔は，口孔面の内縁部にまる

く小さく開く。

◎阿見町島津

（成田層・第四紀）

lliIlllllIllllllillIliii’
１

胃 <２６－１＞

Ａ７”"0〃za

ZtzAα"a6c"sだ

（ISHIZAKI）

|IlilIilIIiliilllliilillllll
j1iiill11

石灰質殼

トロコイド状旋回

周縁は鋭角。

縫合線は，肥厚し，周縁に対し

てやや斜め。

膳部は，不規則な突起群で被わ

れる。

口孔は，口孔面の内縁部にまる

く小さく開く。

◎常陸太田市

（久米層・第三紀）

＊
＊
①
②

li譲輔ゴ

曲や

鴬 鍵

灘

③
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図版２７

且Z？、mtz/itｚ

〃ippO"jca

（ＡＳＡＮＯ）

＊石灰質殼

＊トロコイド状旋回

＊周縁は，キールが発達し，やや

鋭角。

＊最終巻は８～11室。

①らせん側面の縫合線は肥厚する。

②膳側面の縫合線は深く掘れてい

る。

③ｌ齊側面の膳部は謄弁
①

で塞がれる。

④ロ孔は，最終室の基

②部に半円状に開く。

◎阿見町島津

（成田層・第四紀）

蕊
霧

鱸議；

鍵！

'|iilllllllllilllllllilllllllllllllllllllllliii ?学戸獣

li1i1ii:iiiＩliillillllliliil 鴬
間

<２７－１＞

BzzcceJﾉﾋｚ

ノゥigj(ﾉﾋｚ

（ＣＵＳＨＭＡＮ）

＊石灰質殼

＊殻は薄く，双凸レンズ形。

＊表面は半透明。

＊最終巻は５～７室。

①膳側面の縫合線は，ややへこみ，

小粒状の突起群によって被われ

る。

②らせん側面の縫合線は，やや肥

厚し，周縁に対して斜めになる。

③口孔は，最終室の内縁②
部の中間に開く。

◎旭村滝浜

（成田層・第四紀）
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図版２８
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(ＨＵＳＥＺＩＭＡａｎｄＭＡＲＵＨＡＳＨＩ）

…

＊石灰質殼

＊トロコイド状旋回

＊らせん側面の方が膳側面よりふ

くらみが強い。

＊周縁は，鋭角で，キールをもつ。

①らせん側面の初期の室はlまつき

り見えない「

膳側面の膳部は粒状の突起群に

被われる。

◎常陸太田市

(久米層・第三紀）

￣
<２８－１＞

l1lilillllilllllliililllilllllllil
Ｏ”`o応α砧

"醜６０"α/zzs

(ＲＥUSS）

＊石灰質殼

＊周縁は，鋭角で，わずかにロブ

レイトする。

＊縫合線は，後期は見えるが初期

ははっきりしない。l蛋鷺悪霊M課

＊最終巻は５～８室｡

＊表面は，滑らかであるが，不透

明。

①口孔は，最終室の口孔面の内縁

部にスリット状に開く。

◎水戸市

(水戸層・第三紀）

￣
<２８－２＞

－３７－

Ｂ"c℃程J/hｌ

"２，１ｳo"zczJ

(ＨＵＳＥＺＩＭＡａｎｄＭＡＲＵＨＡＳＨＩ）

＊７f灰厩殻

＊｝､宙/コイド状旋;::：

＊らせん側面の方が鱗側面よりふ

くらみが強い

＊Ｉ司縁は，鋭角で、キルをもつ。

①らせん側血の初期の竃は(よっき

り見えなv､。

②ｌ課側血の脳部は粒状の突起群に

彼われる，

常陸大h,】!}ゴ

(久米層・菜_;{紀）

ﾄー－ヨ
〈２８－１＞

Ｏﾉｳﾞiと/mlszzJfF

2J"260"α/"ｓ

（REUSS）

＊祇灰質殼

＊周縁は，鋭′$で，わずかにロプ

レイトする。

＊縫谷線iま、後期'よ見えるが初期

Iよはっきりしな､｡。

＊妓終巻徳５～８宝

＊表njlま，滑らかであるが，イ〈透

ｌﾘI。

①［I`lﾊﾑ，最終室のj:ｲ:面の内縁

部にスソット状にi卿〈

｡水ｸﾞｾﾞｌｉｊ

(水７７層・策jﾐﾈi:）

--1〈２８－２＞
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図版２９
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灘
＊石灰質殼

＊トロコイド状旋回，らせん側面

は平面，膳側面は凸形。

＊周縁は，まるく，わずかにロブ

レイトする。

＊表面は，滑らかで，半透明。極

微小な壁孔が分布。

＊最終巻は５～６室。

①膳部は最終室に被われる。

②縫合線は，両側面ともへこ

み，わずかにカーブする。

③口孔は，ロ孔面基部に細長
① 〈のびたスリット状に開く。
②

◎阿見町島津

（成田層・第四紀）

蕊 鱸

く２９－１＞

Gymj`”ａ

０γ6iczZ/ｔｚ？,ｉＳ

ｄＤＲＢＩＧＮＹ

＊石灰質殼

＊トロコイド状旋回，らせん側面

は平面，膳側面は凸形。

＊周縁はかなり角ばる。

＊最終巻は８～12室。

①らせん側面の縫合線は，はっき

り見え，カーブする。

②膳側面の縫合線は，わずかにへ

こみ，放射状にのびる。

③膳側面の膳部は深くへこむ。

④口孔は，口孔面の基部に細

長く開く。

◎水戸市

（水戸層・第三紀）

Gymj`”ａ

０γ6iczZ/ｔｚ？,ｉＳ

ｄＤＲＢＩＧＮＹ

＊石灰質殼

＊トロコイド状旋回，らせん側面

は平面，膳側面は凸形。

＊周縁はかなり角ばる。

＊最終巻は８～12室。

角哨芭~夢if鵠

鱗鱗 蕊t，

蝋

④

￣ <２９－２＞
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ＡＳＡＮＯ

i鰯

灘

蕊蕊

＊石灰質殼

＊トロコイド状旋回，らせん側面
は平面，１割則面はややふくらむ。

＊周縁は，鋭角で，キールをもつ。
＊表面には，粗い壁孔がある。

＊最終巻は10室程度またはそれ以
下。

①縫合線は，両側面とも著しく肥
厚し，カーブする。

②らせん側面は，開旋回で，各室の
末端力癒着したl齊弁で被われる。

③1割則面は包旋回。

④口孔は，口孔面基部に口孔唇を
伴って小さく開く。

那珂町額田

（多賀層・第三紀）

剛
儲

!；轤鍵鱗繊：

<３０－１＞

Htz"zczzUaza

Zzzgzzclzszs

ASANO

＊石灰質殼

＊トロコイド旋回，薄い凸レンズ

状。

＊周縁は，鋭角で，キールをもつ。

＊表面には，粗い壁孔が分布。

＊最終巻は11室程度。

①１割則面で，後期に開旋回になる〔
（この点でH卯iipponjcaと識別
される｡）

◎北茨城市五浦ししがしら

（多賀層・第三紀）

邨韓出洋
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あとがき

最初の有孔虫との出合いは学生時代でした。何を研究テーマに選ぶか迷っていたとき，若い教

官からちょっと見てみないかと言われ双眼実体顕微鏡を出されました。ステージの上には，

白い砂粒のようなものが撒き散らされた黒いボール紙でできた箱が置いてありました。石英か長

石の粒程度のものでも見えるかとそれほど期待もせずに覗いた瞬間，白い陶磁器質の美しい肌で，

貝殻よりもずっと精巧で幾何学的な構造のものが目にとびこんできました。「これはきれいだ｡」

これが，有孔虫との出合いでした。

理科教育の最終目標が科学的思考力の育成にあることは疑う余地のないところですが，理科

学習の本来の喜びはこのような感激の中にあり，科学的思考力を高める原動力になっているので

はないかと思います。

「理科ぎらい」という言葉を聞きはじめて久しくなりますが，本書によって有孔虫の教材化が

進み，この感激を少しでも味わう生徒が出てくれれば，この上ない喜びです。
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茨城県立教育研修センター研究主事

茨城県立大子第一高等学校教諭

茨城県立太田第二高等学校〃

茨城県立水戸桜ノ牧高等学校〃

茨城県立石岡第二高等学校〃

茨城県立土浦第三高等学校教頭

茨城県立竜ヶ崎第二高等学校教諭

茨城県立竜ヶ崎南高等学校〃

茨城県立下妻第二高等学校〃

茨城県立古河第一高等学校〃

茨城県立岩井西高等学校〃

私立清真学園高等学校〃

茨城県立鉾田第二高等学校〃
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